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発表要旨 

プラスチックに代表される新規化学物質は、すでに地球の限界値を超えていると報告

されている。資源循環型物質をはじめとした化学技術研究の貢献が期待されている。 

理化学研究所環境源科学研究センターでは、多様な生物機能と化学機能の理解を礎と

して、植物科学、ケミカルバイオロジー、触媒化学、バイオマス工学等の融合によ

り、環境負荷の少ないバイオ資源や化学資源等の創生と利活用に資する研究を推進し

ている。本講演では、環境資源の安定的確保や循環的な利活用に向けた水の電気分解

による水素製造や様々な環境条件下で自己修復可能な機能性高分子の創製など、触媒

化学を中心とした資源循環型物質の化学研究について紹介する。 


